
平
成
１
８
年
度
か
ら
３
年

間
教
頭
と
し
て
本
校
に
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
間
、

野
見
山
支
部
長
は
じ
め
関
東

支
部
の
皆
様
方
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
１
５
年

の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
倉
工
で
、
再
び
次
代
を

担
う
人
材
を
育
成
で
き
る
こ

と
を
大
変
光
栄
に
、
ま
た
誇

り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
教
育
目
標
を
「
２

１
世
紀
を
切
り
拓
く
未
来
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す

『
志
高
き
自
律
心
と
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
た
は
つ
ら
つ

倉
工
生
』
の
育
成｣

と
定
め
、

日
頃
の
学
習
活
動
全
体
を
通

し
て
、
心
・
技
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
心
身
と
も
に

た
く
ま
し
い
実
践
的
な
技
術

者
の
育
成
を
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
皆
様
方
の
後
継
者
と
し

て
、
母
校
の
校
訓
、
校
歌
、

校
章
を
誇
り
に
持
ち
続
け
、

日
本
の
中
心
で
活
躍
で
き
る

人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
所

存
で
す
。
終
わ
り
に
、
皆
様

第
51
回
支
部
総
会
は
昭
和

生
41
名
、
平
成
生
17
名
と
昨

年
の
記
念
総
会
の
約
半
分
の

出
席
者
で
し
た
。

ち
な
み

に
20
年
前
の
第
30
回
記
念
総

会
も
ほ
ぼ
同
じ
で
翌
年
は
半

分
で
し
た
。
来
賓
に
は
本
校

か
ら
山
田
校
長
、
中
村
達
志

先
生
、
田
中
亮
平
先
生
、
北

辰
会
本
部
か
ら
篭
原
副
会
長
、

坂
田
事
務
局
長
を
迎
え
ま
し

た
。
平
成
生
の
若
さ
あ
ふ
れ

る
顔
ぶ
れ
や
特
に
今
年
卒
業

の
肥
吉
翔
太
郎
君
の
裸
で
の

応
援
パ
ホ
ー
マ
ン
ス
は
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

部
活
動
Ｏ
Ｂ
会
も
ラ
グ
ビ
ー
、

陸
上
、
今
年
登
山
部
が
設
立

さ
れ
、
会
場
は
賑
わ
い
ま
し

た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
う
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
・
ラ
イ
ン
等
を
積
極
的
に

活
用
、
新
し
く
な
っ
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
更
に
使
い
や
す

く
し
て
、
同
窓
生
間
の
情
報

交
換
が
更
に
活
発
化
せ
せ
る

べ
き
と
の
意
見
や
具
体
的
活

動
で
の
議
論
も
あ
り
ま
し
た
。

2
次
会
は
中
堅
組
は
新
橋
マ

ン
ダ
リ
ン
、
若
手
組
は
銀
座

の
ク
ラ
ブ
を
借
り
切
っ
て
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

方
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と

ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
母
校

の
充
実
発
展
の
た
め
に
格
段

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

5
月
25
日
に
行
わ
れ
た
本

部
総
会
で
森
会
長
が
退
任
し

篭
原
副
会
長
（
元
校
長
）
が

新
会
長
に
就
任
さ
れ
た
。

小倉工業高校北辰会 （同窓会） 関東支部報 平成２６年６月１日

就
任
の
ご
挨
拶

校
長

平
野
孝
幸

関東支部同窓会のご案内

日時 7月5日（土）13時30分開場 14時開始
場所 音楽ビアプラザライオン

電話03-3573-5355

中央区銀座7-9-20 ライオン銀座7丁目ビル5F
(地下鉄銀座駅Ａ－４より新橋方向へ3分）

会費 男性（昭和～平成10年生） 8,000円
男性（平成11年～）女性 5,000円
新社会人 無料

平
成
２
５
年
度

第
５
１
回

関
東
支
部
総
会
報
告

平成25年関東支部同窓会出席者名簿 7月6日土曜日：銀座スターホール 平成生 17名

合計 58名

昭和生 41名

北
辰
会
新
会
長
に

篭
原
元
校
長



学 科 氏 名 就 職 先 ・ 進 学 先
機 械 貞 苅 　 宣 徳 三 井 金 属 ア ク ト ( 株 )
機 械 嶋 津 　 祐 介 ( 株 ) 日 立 産 機 シ ス テ ム 　
機 械 早 田 　 龍 人 日 本 飛 行 機 ( 株 )
機 械 長 谷 川 聖 城 ( 株 ) 東 芝 　
機 械 花 田 　 翔 太 山 王 テ ッ ク ( 株 )
機 械 村 上 　 恵 太 日 産 車 体 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ( 株 )

電 機 東 　 　 大 祐 富 士 重 工 業 ( 株 )
電 気 上 村 　 亜 未 東 京 電 力 ( 株 ) 　
電 気 太 田 　 篤 志 ( 株 ) 日 立 製 作 所 　
電 気 岸 本 　 佳 也 東 京 電 力 ( 株 ) 　
電 気 前 山 　 冬 馬 凸 版 情 報 加 工 ( 株 )
電 気 森 　 　 大 介 東 京 電 力 ( 株 ) 　
電 気 山 本 　 　 徹 ( 株 ) ト ッ パ ン テ ク ノ
電 子 伊 東 　 直 樹 東 京 電 力 ( 株 ) 　
電 子 小 渡 　 隆 広 日 立 建 機 ( 株 ) 　
電 子 金 川 　 零 生 日 産 自 動 車 ( 株 )
電 子 佐 藤 　 直 樹 大 東 実 業 ( 株 )
電 子 村 上 　 智 春 理 想 科 学 工 業 ( 株 )
電 子 山 科 　 瑞 樹 ( 株 ) 日 立 製 作 所 　
電 子 渡 部 　 龍 弥 ( 株 ) 杉 孝
工 化 円 並 地 　 渉 東 洋 ガ ラ ス ( 株 ) 　
工 化 坂 口 　 巧 樹 日 立 建 機 ( 株 ) 　
工 化 髙 野 　 佑 介 日 立 建 機 ( 株 ) 　
工 化 田 村 　 龍 聖 白 鴎 大 学

収　入 支　出
項　目 項　目

前期繰越金 403,721 総会費
年会費　（96名） 192,000 　　会場費 412,620

　　新卒生歓迎会費 87,000
総会参加費 384,190
〔寄付含む・手数料差引後〕 　　来賓交通費 132,700
総会・会場募金 10,000 　　諸経費 17,425
〔御祝金含む〕 支部報・封筒他印刷費 183,554

（発送料含む）
受取等通信費 9,800
本部総会他広告費 20,000
次期繰越金 126,812

合　計 989,911 合　計 989,911

第51期会計報告

5
月
17
日
（
土
曜
日
）
新
橋

で
今
年
関
東
に
就
職
し
た

（
第
二
回
）吉

田
正
昭
さ
ん

（
Ｓ
３
０
年
電
気
）

矢
崎
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
創

業
者
、
現
在
は
代
表
取
締
役

会
長

昭
和
３
７
年
自
動
車
計
器
等

の
会
社
を
設
立
さ
れ
、
更
に

空
調
設
備
事
業
を
加
え
て
順

調
に
社
業
は
発
展
し
、
５
０

周
年
を
２
年
前
に
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

税
務
署
よ
り
何
回
も
表
彰
さ

新
人
歓
迎
会
を
行
っ
た
。

太
田
篤
志
君
（
電
気
）
、

小
渡
隆
広
君
、
村
上
智
春
君
、

山
科
瑞
樹
君
（
電
子
）
が
参

加
し
た
。

本
校
か
ら
田
中
誠
一
先
生
を

迎
え
、
北
辰
会
副
会
長
、
元

校
長
の
篭
原
先
生
、
関
東
支

部
長
野
見
山
、
吉
岡
幹
事

（
平
成
2
年
電
子
）
、
道
下

幹
事
（
平
成
7
年
電
子
）
が

同
窓
会
の
活
動
や
先
輩
と
し

て
困
っ
た
時
の
相
談
に
乗
る

か
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
欲

し
い
と
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。

銀
座
ナ
イ
ン
の
焼
き
肉
食
い

放
題
で
た
ら
ふ
く
御
馳
走
を

食
べ
、
新
橋
で
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
ん
で
5
時
間
が
瞬
く
間

に
過
ぎ
、
楽
し
く
盛
り
上
が
っ

た
。平

成
25
年
11
月
野
田
市
の

「
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
」
で
参
加
者
は
山
本
茂

（
44
電
気
）
城
島
勝
（
38
機

れ
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
経
営
手
腕
を
見
込
ま
れ

名
門
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
東
松
山

Ｃ
Ｃ
の
社
長
を
引
き
受
け
ら

れ
見
事
再
建
に
成
功
さ
れ
た

素
晴
ら
し
い
経
歴
の
持
ち
主

で
す
。

我
が
関
東
支
部
で
は
昭
和
６

２
年
か
ら
１
２
年
間
事
務
局

長
、
そ
の
後
８
年
の
支
部
長

を
務
め
ら
れ
２
０
年
間
も
役

員
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
の
腕
前
は
シ
ン
グ
ル

プ
レ
ー
ヤ
ー
現
在
も
毎
週
若

い
人
を
相
手
に
プ
レ
ー
を

さ
れ
て
お
り
、
「
会
社
経

営
と
ゴ
ル
フ
が
人
生
」
の

ま
さ
に
生
涯
現
役
で
、
同

窓
生
の
先
輩
と
し
て

お
手
本
に
す
べ
き
生
き
方

を
さ
れ
て
ま
す
。

械
）
、
山
田
茂
美
（
44
機
工
）

野
見
山
誠
一
（
36
電
気
）
の

プ
レ
ー
で
好
天
に
恵
ま
れ
全

100
を
切
る
好
ス
コ
ア
で
し
た
。

平
成
26
年
春
ゴ
ル
フ
は
５
月

28
日
に
取
手
桜
ヶ
丘
Ｇ
Ｃ
で

実
施
。
参
加
者
は
常
連
の
野

支
部
長

野
見
山
誠
一

（
Ｓ
36
電
気
）

副
支
部
長

段
原

一
義

（
Ｓ
35
工
化
）

石
黒

幸
二

（
Ｓ
55
設
備
）

事
務
局
長

兼
築

良
介

（
Ｓ
55
設
備
）

幹
事国

広

敬
明
（
Ｓ
34
電
気
）

高
辻

新
生
（
Ｓ
36
電
気
）

村
田

一
美
（
Ｓ
36
電
気
）

松
井

国
昭
（
Ｓ
38
電
気
）

岡
村

勝
義
（
Ｓ
38
機
械
）

中
村

洋
人
（
Ｓ
40
機
工
）

川
路

謙
一
（
Ｓ
40
工
化
）

新
任

廣
瀬

泰
教

（
Ｓ
42
機
械
）

見
山
、
山
本
、
山
田
の
他
に

81
歳
の
明
田
喜
八
さ
ん
。
飛

ば
し
屋
と
年
配
パ
ワ
ー
の
楽

し
い
１
日
で
し
た
。

瀬
戸

一
巳
（
Ｓ
47
機
械
）

二
宮

扶
美
（
Ｓ
48
工
化
）

豊
島

一
喜
（
Ｓ
49
機
械
）

新
任

塚
本
み
の
る

（
Ｓ
53
工
化
）

寺
嶋

寛
人
（
Ｓ
55
設
備
）

吉
岡

智
彦
（
Ｈ
2
電
子
）

道
下

忍
（
Ｈ
8
電
子
）

柴
田

慧
（
Ｈ
19
電
子
）

監
査

山
本

茂

（
Ｓ
44
電
子
）

（
友
尻
、
賀
美
両
幹
事

は
転
勤
）

最
高
顧
問

佐
々
木

章

（
Ｓ
17
電
気
）

顧
問村

上

英
男
（
Ｓ
25
機
械
）

坂
田

耕
一
（
Ｓ
25
機
械
）

明
田

喜
八
（
Ｓ
26
工
化
）

山
口

善
司
（
Ｓ
28
機
械
）

吉
田

正
昭
（
Ｓ
30
電
気
）

10
月
19
日
（
土
）
に
秋
葉

原
の
「
三
友
」
で
第
3
回
ラ

グ
ビ
ー
部
関
東
Ｏ
Ｂ
会
総
会
・

懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
福
岡
か
ら
坪
根
英
憲

さ
ん
（
Ｓ
３
７
工
化
）
、
大

阪
か
ら
岡
崎
統
さ
ん
（
Ｓ
３

７
工
化
）
、
山
形
か
ら
木
村

武
機
さ
ん
（
Ｓ
３
７
電
通
）

京
都
か
ら
鬼
木
光
明
さ
ん

（
Ｓ
４
４
機
工
）
を
迎
え
、

20
名
の
出
席
者
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
母
校
の
現
役

ラ
グ
ビ
ー
部
の
活
動
報
告
や
、

こ
の
数
年
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
る
戦
果
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
60
年
前
の
思
い
出
話

で
盛
り
上
が
り
、
恒
例
の
銀

座
2
次
会
へ
繰
り
込
み
、
来

年
の
再
会
を
約
し
、
散
会
し

ま
し
た
。

同
窓
会
当
日
、

ご
寄
付
を
受

け
付
け
て
お

り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
受

付
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ

い
。そ

れ
で
は
、

良
い
同
窓
会

を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

6
月
に
Ｏ
Ｂ
会
を
設
立
、

早
速
第
一
回
登
山
を
総
会
の

翌
日
7
月
7
日
に
高
尾
山
で

行
っ
た
。
ゲ
ス
ト
に
本
部
事

務
局
長
の
坂
田
ご
夫
妻
、
中

先
般
、
政
財
界
も
慌
し
い

今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
忙
し
日
々

を
送
っ
て
居
る
事
と
思
い
ま

す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
同

窓
会
へ
寛
ぎ
に
い
ら
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。

（
へ
ほ
）

昭
22

機
械

鍬
田

正
勝

平
成
14
年
1
月
ご
逝
去

昭
27

電
気

福
本

新
平

平
成
23
年
2
月
ご
逝
去

昭
29

電
気

鋤
崎

久
範

平
成
25
年
11
月
ご
逝
去

昭
32

電
通

木
村

剣

平
成
25
年
1
月
ご
逝
去

昭
38

機
械

杉
田

光
明

平
成
23
年
2
月
ご
逝
去

昭
45

機
工

菅

賢
一

平
成
20
年
2
月
ご
逝
去

退
会

昭
30

工
化

友
松

正
道

病
気
療
養
中

昭
36

電
気

元
山

宣
昌

奥
様
の
要
介
護

村
洋
人
会
長
、
松
井
ご
夫
妻
、

村
田
一
美
、
野
見
山
の
7
名

が
参
加
し
た
。
梅
雨
明
け
の

猛
暑
で
の
山
行
き
は
大
事
を

と
り
、
3
人
が
歩
き
、
4
人

が
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
利
用
、
山

上
で
は
魚
を
焼
き
、
ビ
ー
ル

で
乾
杯
し
た
。

関
東
支
部
の
収
入
は
会
費

と
寄
付
、
支
出
は
総
会
費
用
、

支
部
報
発
行
・
送
料
、
新
人

歓
迎
会
費
で
す
。
年
数
回
の

会
議
は
手
弁
当
、
新
聞
編
集

は
手
づ
く
り
で
経
費
節
約
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
消
費
増
税
、
物
価
高

で
支
部
会
計
も
苦
し
く
な
り

ま
す
の
で
会
費
と
寄
付
に
つ

い
て
会
員
諸
氏
の

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

編
集
後
記

支
部
報
は

1000
部
印
刷
し
、

ほ
ぼ
全
会
員
に
発
送
す
る
が

返
信
は
が
き
の
回
収
は
120
通

程
度
で
す
。

い
ず
れ
は
5
年
以
上
返
信
が

無
い
場
合
は
発
送
し
な
い
等

の
措
置
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

小倉工業高校北辰会 （同窓会） 関東支部報 平成２６年６月１日

登
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焼
肉
で
新
社
会

人
の

歓
迎
会

同
窓
生
紹
介

平
成
２
５
年

秋
ゴ
ル
フ
は
若
手
で

プ
レ
ー

関
東
支
部役

員
名
簿

訃
報

会
費
納
入
・

寄
付
の
お
願
い

新
卒
者

就
職
・
進
学
先


